
2016年（平成28年）６月定例議会

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

①
見
舞
金
の
額

　

全
焼
・
全
壊 

10
万
円

　

半
焼
・
半
壊 

５
万
円

　

床
上
浸
水
な
ど 

２
万
円

　

重
傷
者 

３
万
円

②
弔
慰
金
の
額

　

死
亡
者 

10
万
円

の
見
舞
金
を
支
給
す
る
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

問　

こ
の
条
例
制
定
に
至
っ

た
経
緯
は
。

答　

近
隣
市
町
す
べ
て
に
条

例
制
定
さ
れ
て
お
り
、
当
町

に
お
い
て
は
町
長
交
際
費
で

支
給
し
て
き
た
が
、
早
急
に

定
め
た
ほ
う
が
有
益
と
い
う

判
断
を
し
た
。

問　

見
舞
金
の
額
は
、
近
隣

の
市
町
と
同
じ
か
。

答　

住
宅
の
全
焼
・
全
壊
の

場
合
は
10
万
円
。
死
亡
１
人

当
た
り
10
万
円
。
半
焼
・
半

壊
は
幸
手
市
の
み
４
万
円
、

そ
れ
以
外
は
５
万
円
。
床
上

浸
水
は
２
万
円
で
当
町
の
金

額
と
同
額
で
あ
る
。

問　

住
宅
で
全
焼
の
場
合
、

住
宅
が
１
棟
で
２
世
帯
住
宅

の
場
合
は
２
世
帯
と
考
え
て

よ
い
の
か
。

答　

１
世
帯
に
つ
き
と
い
う

定
め
な
の
で
、
建
物
１
棟
で

も
２
世
帯
で
あ
れ
ば
２
つ
の

世
帯
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

問　

宮
代
町
に
住
所
移
転
を

し
て
い
な
い
人
が
い
た
場
合

は
ど
う
な
の
か
。

答　

原
則
と
し
て
宮
代
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
が
対
象

な
の
で
、
支
給
対
象
に
な
ら

な
い
。

問　

例
え
ば
年
に
２
回
、
冠

水
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
浸

水
し
た
場
合
、
支
給
さ
れ
る

の
か
。

答　

複
数
回
あ
っ
た
場
合
は

複
数
回
支
給
で
き
る
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

低
所
得
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
措

置
の
拡
大
を
図
る
改
正
が
行

わ
れ
た
も
の
。

問　

５
割
軽
減
世
帯
の
拡
大

の
世
帯
数
と
影
響
額
は
。

　

ま
た
、
２
割
軽
減
世
帯
の

拡
大
に
よ
る
世
帯
数
と
軽
減

額
は
。

答　

５
割
軽
減
は
19
世
帯
、

39
人
拡
充
さ
れ
、
軽
減
額
は

44
万
２
千
円
の
増
。
２
割
軽

減
は
23
世
帯
、
37
人
拡
充
さ

れ
、
軽
減
額
は
19
万
４
千
円

の
増
と
見
込
ん
で
い
る
。
合

わ
せ
て
76
人
、
42
世
帯
、
合

計
で
63
万
６
千
円
の
軽
減
額

が
拡
充
さ
れ
る
と
試
算
し
て

い
る
。

〈
賛
成
11
、
反
対
１
で
可
決
〉

　

厚
生
労
働
省
令
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
町
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

問　

政
府
の
姿
勢
で
は
、
保

育
士
の
処
遇
改
善
、
保
育
士

不
足
の
解
消
は
望
め
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　

現
行
の
国
の
目
安
に
基

づ
い
て
事
業
が
で
き
る
よ
う

条
例
改
正
を
し
な
い
と
、
参

入
さ
れ
る
事
業
者
の
支
障
に

も
な
る
の
で
、
国
が
認
め
て

い
る
水
準
で
町
と
し
て
も
や

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。

問　

幼
稚
園
教
諭
や
小
学
校

教
諭
、
養
護
教
諭
の
活
用
の

特
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
で
は

教
諭
の
資
格
が
あ
れ
ば
保
育

資
格
は
必
要
な
い
と
言
わ
ん

ば
か
り
で
あ
り
、
専
門
性
の

軽
視
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

答　

正
職
員
と
し
て
学
級
担

任
な
ど
は
確
保
し
て
い
る
。

も
し
も
、
こ
の
条
例
改
正
に

お
い
て
定
め
る
職
の
者
を
追

加
的
に
雇
用
す
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
た
場
合
、
そ
れ
は
補

助
的
な
業
務
と
い
う
考
え
方

を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

町
内
の
保
育
の
質
が
急
激
に

変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
８
２
９

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
94

億
１
２
３
７
万
円
と
定
め
る

も
の
。

6月定例議会

　

６
月
定
例
議
会
は
、
５
月
25
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
14
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
宮
代
町
災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例
な
ど
８
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
と
子
ど
も
医
療
費
に
係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

災
害
見
舞
金
等
支
給

条
例
の
制
定

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

災
害
見
舞
金
が
制
定
さ
れ
る

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

条例改正・一般会計補正

事　業　名 補正額 内　容

臨時福祉給付金 4,275万円 給付事業に対する補助金

英語教育強化地域拠点
事業委託金 100万円 小３～中３までの英語教育課程の

実践研究の実施

コミュニティ助成事業 450万円 ８町連合会、宮代台自主防災会、
消防団

消防団員退職報償金 66万円 消防団員退職に伴う報償金の原資

スポーツ施設等活性化
助成事業 238万円 総合運動公園の券売機の更新

丸
藤
栄
一
議
員

　
保
育
士
不
足
の
問
題
は
、

無
資
格
者
の
導
入
の
拡
大
で

は
解
決
で
き
ず
、
抜
本
的
な

処
遇
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、保
育
士
配
置
の「
弾

力
化
」
は
、
保
育
士
の
専
門

性
を
軽
視
す
る
も
の
で
、
保

育
の
「
質
の
低
下
」
に
つ
な

が
る
。

反
対
討
論

３・11の地震により倒壊した塀（町内）
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一 般 質 問

2016年（平成28年）６月定例議会5

問 

宮
代
町
の
保
育
所
入
所
未

定
数
が
３
月
末
現
在
で
23
人
。

保
育
所
の
充
実
を
求
め
る
。

答 

福
祉
課
長　

速
や
か
に
検

討
を
進
め
、
今
後
の
児
童
数
の

増
加
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

宮
代
町
の
平
均
保
育
徴
収

額
は
２
万
６
７
０
０
円
、
県
内

の
町
平
均
は
１
万
６
８
０
０
円

で
あ
る
。
保
育
料
の
引
下
げ
を

求
め
る
。

答 

福
祉
課
長　

当
町
の
保
育

料
は
、
徴
収
上
限
額
に
お
い
て

県
内
63
市
町
村
中
21
番
目
。
慎

重
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

町
・
県
営
住
宅
を　

問 

宮
代
町
に
は
、
公
営
（
町
・

県
）
住
宅
が
１
戸
も
な
い
。
家

賃
の
安
い
公
営
住
宅
を
建
設
し
、

若
年
層
の
定
着
促
進
を
図
る
べ

き
で
は
。

　

ま
た
、
民
間
の
空
き
住
宅
や

ア
パ
ー
ト
が
目
立
つ
が
、
人
口

増
に
つ
な
げ
る
活
用
方
法
は
。

答 
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

町
営
住
宅
は
難
し
い
。
県
営

住
宅
の
建
設
は
、
昨
年
県
知
事

あ
て
に
要
望
は
提
出
し
て
い
る
。

　

空
き
家
の
活
用
を
促
す
よ
う

な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

和
戸
駅
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
り
、
利
用
者
か
ら
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
駅
ホ

ー
ム
の
屋
根
の
延
長
と
、
駅
前

の
照
明
の
改
善
、
西
口
開
設
を

求
め
る
。

答 

企
画
財
政
課
長　

屋
根
の

延
長
は
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

答 

町
長　

西
口
開
設
は
、
国

や
県
の
補
助
金
が
出
な
い
な
ど

開
発
が
困
難
で
あ
る
。

問 

和
戸
駅
西
側
の
残
土
撤
去

を
。

答 

町
民
生
活
課
長　

県
な
ど

に
相
談
し
、
解
決
の
糸
口
を
探

る
。

子どもたちの健やかな成長を願って

速やかに検討を進め、対応していきたい
町の保育所入所未定数が３月末で23人

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は５月31日、６月１日、２
日の３日間おこなわれました。
　13人の議員が登壇し、防災・震災問
題をはじめ、教育問題や東武動物公園
駅・和戸駅周辺整備など49項目にわた
り、町の考えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。

本会議の様子

１. 山下 秋夫 議員……………………………… P５
① 公営住宅の建設を
② 保育所の充実と保育料金の引き下げを
③ 和戸駅の更なる充実を
④ 和戸駅西側の残土の山の撤去を

２. 石井 眞一 議員……………………………… P６
① 宮代町の震災対策
② 東武動物公園駅東口整備
③  中島地区新橋通り線（一般県道蓮田杉戸線）の
拡幅整備

④ 側溝に蓋かけを
⑤ 中島、百間地区に公園の誘致を

３. 　山 妙子 議員……………………………… P７
① 和戸駅西口改札口の早期開設
② 小中学校適正配置事業
③ 防犯パトロール犬の取り組み

４. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P８
① 若者の政策形成過程への参画
② 危険な踏切
③ 教育行政
④ 高齢者福祉

５. 丸藤 栄一 議員……………………………… P９
①  総合病院の誘致と福祉医療センター「六花」の
充実を

② 「ふれ愛センター」の再開を
③ 町内循環バスの増便と運行コースの改善を

６.  関　弘秀 議員……………………………… P10
① 防災対策
② 消防団員の確保
③ 「祖父母手帳」で孫育てを応援
④ 有権者の投票率向上

７. 中野 松夫 議員……………………………… P11
① 災害対応
② 組み体操での事故対応
③ 介護予防・日常生活支援総合事業
④ 防災無線の定時放送の「曲」

８. 唐沢 捷一 議員……………………………… P12 
① 道仏土地区画整理事業
② 教育行政
③ 空き家対策

９. 野原 洋子 議員……………………………… P13
① 町内の美化緑化
② ゲリラ豪雨による汚水の排水後の対策は
③ 祖父母手帳の配布

10. 加納 好子議員……………………………… P14
① 子どもと電子メディア
② 中学生社会体験チャレンジ事業で、介護体験は
③ 生活困窮者、高齢者の措置控えはないか
④ 宮代町ごみ処理基本計画策定における課題

11. 金子 正志 議員……………………………… P15
① 公共施設再生の本年度計画は
② 須賀中学校廃校の住民アンケート実施を
③ 埼玉県水道ビジョン
④ ＩＣＴの授業活用
⑤ 合併への取組

12. 伊草 弘之 議員……………………………… P16
① 「熊本地震」を教訓にした防災・減災対策　
② 持続可能な行財政運営の考え方

13.  小河原 正 議員……………………………… P17
① 新副町長及び新教育長の方針
② 東武動物公園駅西口開発
③ 障がい者支援施設
④ 和戸横町の企業誘致
⑤ 熊本・大分地震

九
山
下
秋
夫　

議
員
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一 般 質 問

2016年（平成28年）６月定例議会7

問 

和
戸
駅
西
口
改
札
の
開
設

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

答 

町
長　

開
設
の
条
件
は
、

駅
前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路
、

駅
の
橋
上
化
整
備
な
ど
周
辺
の

土
地
利
用
を
一
体
的
に
整
え
る

こ
と
が
必
要
。
土
地
区
画
整
理

事
業
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
が
出
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
減
歩
率
が
高
く
、
調
査
の

結
果
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

対
す
る
地
権
者
の
同
意
は
35
％

と
い
う
厳
し
い
結
果
で
あ
る
。

県
の
「
ま
ち
づ
く
り
埼
玉
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
方
針
の
中
で
当

町
が
属
す
る
圏
央
道
ゾ
ー
ン
は
、

市
街
化
区
域
へ
の
住
居
系
へ
の

編
入
の
線
引
き
の
予
定
は
な
く
、

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
。

　

駅
の
西
側
は
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
る
が
、
土
地
活
用
と
し

て
優
良
田
園
住
宅
の
手
法
な
ど

土
地
活
用
を
探
っ
て
い
く
。

問 

小
中
学
校
適
正
配
置
は
、

当
事
者
の
親
の
考
え
、
意
見
を

聴
く
機
会
や
子
ど
も
議
会
の
開

催
な
ど
生
の
声
を
ど
う
反
映
さ

せ
る
か
。

答 

教
育
推
進
課
長　

今
年
度

は
計
画
の
趣
旨
、
検
討
経
過
に

つ
い
て
「
地
域
説
明
会
」
や

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
説
明

す
る
。
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は

学
校
現
場
に
お
い
て
、
教
育
を

享
受
す
る
立
場
か
ら
新
し
い
学

校
づ
く
り
を
行
う
過
程
で
の
意

見
や
要
望
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

問 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
犬
の
取

り
組
み
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

愛
犬
家

の
散
歩
の
マ
ナ
ー
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
効

果
・
仕
組
み
を
調
査
し
、
個
人

や
地
域
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

開発は困難だが、土地活用を探っていく

西口にも改札が望まれる和戸駅

和戸駅西口改札口の早期開設は

問 

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
整

備
に
つ
い
て
、
①
平
成
28
年
4

月
末
現
在
の
事
業
実
施
に
向
け

た
、
具
対
的
な
進
ち
ょ
く
状
況

は
。
②
平
成
28
年
度
の
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
③
事
業
認
可

申
請
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て
い

る
か
。
④
総
事
業
費
は
ど
の
位

と
試
算
し
て
い
る
の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
埼
玉
県
に
よ
る
東
武
動
物

公
園
駅
東
口
通
り
線
の
拡
幅
整

備
の
検
討
を
契
機
に
、
平
成
20

年
9
月
に
ま
ち
・
道
づ
く
り
協

議
会
を
設
立
し
、
昨
年
度
ま
で

44
回
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

平
成
25
年
3
月
に
は
、
駅
前
広

場
を
都
市
計
画
決
定
し
、
引
き

続
き
協
議
会
で
整
備
エ
リ
ア
と

事
業
手
法
を
検
討
し
た
う
え
で
、

権
利
者
と
の
合
意
形
成
を
図
る

た
め
の
個
別
相
談
を
実
施
し
、

現
時
点
で
の
残
留
・
売
却
な
ど

の
意
向
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

②
建
物
な
ど
の
物
件
調
査
を

実
施
し
、
個
々
の
補
償
額
を
算

定
す
る
と
同
時
に
事
業
認
可
に

向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

③
平
成
29
年
度
以
降
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
申
請
し
た

い
。

　

④
あ
く
ま
で
も
概
算
で
あ
る

が
30
億
円
か
ら
40
億
円
と
試
算

し
て
い
る
。

中
島
地
区
新
橋
通
り
線
の

整
備
は

問 

拡
幅
整
備
に
お
け
る
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

多
く
の
建
物
な
ど
の
補
償
が

あ
る
こ
と
か
ら
用
地
交
渉
の
前

に
物
件
調
査
、
土
地
鑑
定
評
価

を
実
施
す
る
。

早期整備が望まれる東武動物公園駅東口

事
業
認
可
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
く

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
整
備
28
年
度
の
事
業
は

九
山
妙
子　

議
員

石
井
眞
一　

議
員
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一 般 質 問

2016年（平成28年）６月定例議会9

問 

「
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
、
町
内
の
70
歳
代
の
方

は
「
自
然
の
森
の
中
に
あ
り
、

あ
れ
だ
け
の
施
設
の
代
わ
り
は
、

町
内
に
は
な
い
。
だ
か
ら
早
く

再
開
し
て
ほ
し
い
」
、
主
婦
の

方
は
「
宮
代
町
が
子
育
て
し
や

す
い
町
と
し
て
県
内
で
も
注
目

さ
れ
て
い
た
ひ
と
つ
に
児
童
館

が
あ
っ
た
か
ら
。
初
心
に
か
え

っ
て
再
開
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
に
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。

答 

福
祉
課
長　

今
後
も
丁
寧

な
説
明
と
必
要
な
対
応
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
再

編
事
業
な
ど
の
中
に
活
か
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

宮
代
町
に
総
合
病
院
の

誘
致
を

問 

昨
年
、
日
本
共
産
党
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
総
合

病
院
を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。

答 
健
康
介
護
課
長　

現
在
の

第
６
次
地
域
保
健
医
療
計
画
で

は
、
宮
代
町
が
位
置
す
る
利
根

保
健
医
療
圏
に
お
い
て
、
既
存

の
ベ
ッ
ド
数
が
７
１
９
床
上
回

っ
て
お
り
、
総
合
病
院
の
整
備

枠
は
な
い
。

　

し
か
し
、
平
成
30
年
度
か
ら

の
第
７
次
計
画
で
は
基
準
病
床

数
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る

か
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

「
六
花
」
の
診
療
時
間
の

延
長
を

問 

「
六
花
」
の
診
療
受
付
時

間
が
午
後
３
時
30
分
終
了
で
は

早
す
ぎ
な
い
か
、
延
長
す
る
必

要
は
。

答 

健
康
介
護
課
長　

午
後
６

時
ま
で
延
長
し
た
場
合
の
経
費

の
試
算
で
は
約
２
千
万
円
必
要

に
な
る
。
当
面
は
現
在
の
診
療

時
間
を
維
持
し
て
い
く
。

今後の公共施設再編事業に活かしていく

県内でも注目されていたひとつに児童館のあった「ふれ愛センター」

「ふれ愛センター」の再開を望む声が多い 継
承
し
つ
つ
、
工
夫
・
改
善
、
充
実
・
発
展
へ

小中学生人口の推計

問 

新
教
育
長
に
抱
負
を
伺
う
。

答 

教
育
長　

宮
代
町
教
育
振

興
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
憧
れ
を
未
来
に
つ
な
ぎ　

生

き
る
力
を
育
む
」
を
基
本
理
念

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る

工
夫
・
改
善
、
充
実
・
発
展
を

図
っ
て
い
く
。

問 

小
中
学
校
適
正
配
置
計
画

の
継
続
性
は
。

答 

教
育
長　
「
地
域
説
明
会
」

や
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど

地
域
の
皆
様
に
検
討
の
経
過
を

説
明
し
、
意
見
を
聞
く
機
会
を

設
け
る
。

若
者
の
政
策
形
成
過
程
へ

の
参
画
は

問 

若
者
の
町
政
参
画
促
進
を
。

答 

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
審

議
会
の
委
員
を
公
募
し
て
い
る

が
、
若
い
人
た
ち
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
は
高
く
な
い
。

様
々
な
場
で
機
会
を
増
や
し
、

参
加
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

認
知
症
対
策
の
推
進
は

問 

認
知
症
支
援
、
認
知
症
施

策
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

答 

健
康
介
護
課
長　

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
65
回

実
施
し
、
１
３
２
５
人
が
受
講

し
た
。
地
域
交
流
サ
ロ
ン
や
介

護
予
防
活
動
な
ど
身
近
な
地
域

で
の
支
え
合
い
活
動
を
支
援
し

て
い
る
。「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

を
作
成
し
、
家
族
、
医
療
・
介

護
関
係
者
の
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
介
護
マ
ー
ク
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
。

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配

置
し
た
。

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
に
向
け
検
討
中
。

新
制
度
の
下
、宮
代
の
教
育
に
携
わ
る
抱
負
は

⻆
野
由
紀
子　

議
員

丸
藤
栄
一　

議
員

（宮代町立小中学校の適正配置に関する方針P8より）
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一 般 質 問

2016年（平成28年）６月定例議会11

問 

災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難

所
の
確
保
は
。

答 

福
祉
課
長　

宮
代
特
別
支

援
学
校
と
年
1
回
の
防
災
連
絡

会
議
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
福
祉

避
難
所
と
し
て
の
受
け
入
れ
態

勢
に
特
化
し
た
連
絡
会
議
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
全
体
と
し
て
は
福
祉
避
難

所
ご
と
の
施
設
整
備
や
運
営
体

制
な
ど
の
具
体
策
を
取
り
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
熊
本
地
震
で

顕
在
化
し
た
福
祉
避
難
所
の
課

題
な
ど
も
参
考
に
、
早
急
に
検

討
を
進
め
た
い
。

問 

避
難
所
の
開
設
や
運
用
な

ど
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

避
難
所

の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
は
そ
の

避
難
所
エ
リ
ア
の
区
長
、
自
主

防
災
会
、
民
生
委
員
な
ど
の

方
々
と
の
協
議
、
情
報
共
有
な

ど
が
重
要
で
あ
る
。

組
み
体
操
の
現
状
は

問 

小
中
学
校
で
の
組
み
体
操

の
現
状
お
よ
び
指
導
す
る
先
生

の
研
修
な
ど
は
。

答 

教
育
長　

小
学
校
4
校
、

中
学
校
2
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

県
主
催
の
体
育
実
技
指
導
者

講
習
会
な
ど
へ
の
参
加
や
中
学

校
で
は
保
健
体
育
科
の
教
員
が

主
体
と
な
り
、
全
職
員
へ
周
知

す
る
な
ど
、
指
導
方
法
の
講
習

や
安
全
対
策
に
努
め
て
い
る
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全

を
第
一
に
丁
寧
に
確
認
し
な
が

ら
児
童
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
、

十
分
な
練
習
時
間
を
確
保
し
計

画
的
に
行
っ
て
い
る
。

関係機関との協議など早急に進めたい

高齢者・障がい者が安心できる場所は？

災害時の福祉避難所の確保は 当
面
は
、
町
独
自
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る

祖父母と親が仲良く子育て（他市町の事例）

問 

祖
父
母
世
代
と
の
子
育
て

論
の
差
を
埋
め
る
ツ
ー
ル
と
し

て
「
祖
父
母
手
帳
」
作
成
・
配

布
は
。

答 

福
祉
課
長　

「
祖
父
母
手

帳
」
や
「
孫
育
て
手
帳
」
は
祖

父
母
と
親
が
子
育
て
の
協
力
関

係
を
円
滑
に
築
き
、
祖
父
母
と

親
の
理
解
が
深
ま
る
も
の
で
あ

り
、
評
価
も
高
く
喜
ば
れ
て
い

る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。
町

で
は
、
平
成
27
年
6
月
に
子
育

て
ひ
ろ
ば
を
開
設
し
、
親
子
や

三
世
代
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
、
支
援
策
と
な
る
教

室
・
講
座
な
ど
の
開
催
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
祖
父
母
対
象
と

し
て
は
、
3
回
連
続
の
孫
育
て

講
座
を
開
催
し
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
３
月
か

ら
「
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
・
お
で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
配

布
を
開
始
し
た
。
今
し
ば
ら
く

継
続
し
、
親
世
代
と
の
橋
渡
し

や
円
滑
な
交
流
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問 

有
権
者
の
投
票
率
向
上
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答 

総
務
課
長　

平
成
26
年
に

行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
い
て
は
、
20
歳
代
の
投
票
率

は
32
・
6
％
、
60
歳
代
の
投
票

率
が
68
・
3
％
で
あ
り
、
か
な

り
の
乖か
い
り離

が
生
じ
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
国
で
は
、
高
校
生

向
け
に
副
教
材
を
作
成
・
推
進
。

　

県
に
お
い
て
も
、
若
者
向
け

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
町

に
お
い
て
は
、
県
立
宮
代
高
校

か
ら
、
3
年
生
を
対
象
と
し
た

選
挙
制
度
に
関
す
る
講
義
の
依

頼
、
「
模
擬
選
挙
」
の
考
え
も

あ
り
、
全
面
的
に
協
力
し
て
い

く
。

「
祖
父
母
手
帳
」
の
作
成
・
配
布
は

関　

弘
秀　

議
員

中
野
松
夫　

議
員
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一 般 質 問

2016年（平成28年）６月定例議会13

問 

道
路
沿
い
の
わ
ず
か
な
空

き
地
な
ど
、
町
の
所
有
地
に
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
が
、
近

隣
の
住
民
が
雑
草
防
止
、
花
づ

く
り
に
限
っ
て
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

「
宮
代

町
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

施
行
規
則
」
に
基
づ
き
、
事
業

者
、
町
民
な
ど
を
組
織
す
る
団

体
を
里
親
と
定
め
、
身
近
な
公

共
空
間
で
あ
る
道
路
、
公
園
、

河
川
な
ど
の
公
共
施
設
の
里
親

と
し
て
環
境
美
化
お
よ
び
清
掃

活
動
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

花
づ
く
り
に
お
い
て
も
里
親

制
度
に
届
出
す
る
こ
と
で
、
関

係
す
る
施
設
管
理
者
と
十
分
調

整
の
う
え
、
対
応
す
る
。

問 

町
の
玄
関
で
も
あ
る
東
武

動
物
公
園
駅
西
口
広
場
が
と
て

も
殺
風
景
で
あ
る
。
ミ
ニ
花
壇

な
ど
作
れ
な
い
も
の
か
。

答 
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

町
と
し
て
は
花
壇
や
プ
ラ
ン

タ
ー
の
設
置
予
定
は
な
い
が
、

今
後
も
町
民
が
自
発
的
に
行
う
、

清
潔
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
活
動
を
支
援
し
て

い
く
。

祖
父
母
手
帳
の
配
布
を

問 

親
世
代
か
ら
祖
父
母
世
代

に
現
在
の
育
児
法
を
伝
え
る
手

段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
。

答 

福
祉
課
長　

宮
代
町
で
は
、

「
孫
育
て
講
座
」
の
開
催
な
ど
、

子
育
て
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
お
り
「
子

育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
お

で
か
け
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
配
布
も
開

始
し
て
い
る
。

　

今
し
ば
ら
く
は
独
自
の
取
り

組
み
を
継
続
し
た
い
。

花づくりは里親制度で対応する

雑草が生い茂る道路沿いの土地（６月２日現在）

町民による自発的な町内の美化緑化は コ
ミ
ュニ
テ
ィ
拠
点
づ
く
り
な
ど
に
力
を
注
ぐ

魅力ある街づくりを目指す

問 

魅
力
あ
る
市
街
地
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
道
仏
土
地
区
画

整
理
事
業
も
「
新
し
い
街
」
の

姿
が
見
え
て
き
た
。
今
後
の
住

環
境
整
備
対
策
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

平
成
29
年
度
終
了
を
目
指
し
、

新
地
番
登
記
、
住
居
表
示
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

答 

町
民
生
活
課
長　

現
在
、

街
区
公
園
の
建
設
を
は
じ
め
防

犯
対
策
と
し
て
防
犯
灯
50
基
設

置
、
交
通
対
策
と
し
て
宮
代
通

り
線
と
交
差
す
る
町
道
に
注
意

喚
起
の
表
示
を
実
施
し
た
。

　

今
後
は
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の
現
状
は

問 

町
内
中
学
校
部
活
動
の
現

状
と
活
動
す
る
環
境
は
万
全
か
。

答 

教
育
長　

現
在
の
部
活
動

数
は
、
須
賀
中
12
部
、
百
間
中

13
部
、
前
原
中
10
部
で
あ
る
。

生
徒
の
部
活
動
へ
の
加
入
率
は

89
・
６
％
で
生
徒
や
保
護
者
の

期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

指
導
者
は
教
員
が
主
で
あ
る
が
、

一
部
外
部
指
導
者
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
部
活
動

の
意
義
を
踏
ま
え
て
、
指
導
者

の
育
成
と
、
部
活
動
の
活
性
化

が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

空
き
家
対
策
は　
　

問 

町
内
の
空
き
家
が
増
加
。

防
犯
、
防
災
対
策
を
早
期
に
。

答 

町
民
生
活
課
長　

建
物
の

所
有
者
や
管
理
者
に
文
書
を
送

付
、
指
導
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
。

道
仏
土
地
区
画
整
理
地
内
の
住
環
境
整
備
は

唐
沢
捷
一　

議
員

野
原
洋
子　

議
員
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問 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
杉

戸
町
と
の
合
併
を
望
む
住
民
が

も
っ
と
も
多
い
。
ど
の
よ
う
な

条
件
が
整
え
ば
、
住
民
投
票
の

実
施
を
検
討
で
き
る
の
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

市
町
村

合
併
に
対
す
る
住
民
投
票
を
実

施
す
る
場
合
、
単
に
宮
代
町
は

合
併
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を

町
民
の
皆
様
に
問
う
の
で
は
な

く
、
合
併
相
手
や
合
併
後
の
市

町
村
の
姿
を
示
し
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

町
全
体
と
し
て
市
町
村
合
併

の
機
運
が
高
ま
り
、
合
併
相
手

と
の
協
議
が
進
ん
だ
段
階
で
実

施
す
べ
き
か
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

須
賀
中
学
校
廃
校
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

問 

須
賀
地
区
の
中
学
校
廃
校

に
あ
た
っ
て
住
民
の
声
を
十
分

に
聞
く
必
要
が
あ
る
。
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答 
教
育
推
進
課
長　

本
年
３

月
、
将
来
の
学
校
規
模
の
あ
り

方
を
「
宮
代
町
立
小
中
学
校
適

正
配
置
計
画
」
と
し
て
ま
と
め

た
。

　

今
年
度
は
ま
ず
、
計
画
の
趣

旨
並
び
に
検
討
経
過
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
様
に
説
明
す
る
と
と

も
に
「
地
域
説
明
会
」
や
「
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
予
定
し
て

い
る
。
現
状
の
課
題
を
地
域
の

皆
様
と
共
有
し
、
共
に
解
決
策

を
探
る
た
め
、
ま
ず
は
「
将
来

の
宮
代
教
育
環
境
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
皆
様

と
十
分
に
議
論
を
深
め
る
こ
と

が
先
決
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
す
る
。

機運が高まり相手との協議が進んだ段階で

学校がなくなると地域は衰退する。適性配置は広域で考えたい

杉戸町、宮代町合併の住民投票の実施を
と
り
か
え
し
の
で
き
な
い
乳
幼
児
期
こ
そ

問 

電
子
メ
デ
ィ
ア
は
便
利
だ

が
、
子
ど
も
が
育
つ
環
境
と
し

て
は
い
い
こ
と
ば
か
り
で
な
い
。

日
本
小
児
科
医
会
は
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
き
た
。
乳
幼
児
は
言
語

能
力
が
未
熟
な
た
め
、
依
存
性

が
大
き
い
。

　

ま
な
ざ
し
や
、
声
か
け
、
肌

の
触
れ
合
い
な
ど
必
要
な
体
験

が
不
足
す
る
と
、
人
間
と
し
て

の
基
礎
的
な
諸
能
力
が
獲
得
で

き
な
い
。
あ
や
し
た
り
、
脅
し

た
り
、
遊
ば
せ
た
り
な
ど
に
驚

く
ほ
ど
の
「
子
育
て
ア
プ
リ
」

が
あ
り
、
情
報
が
偏
る
。
こ
れ

ら
の
多
用
を
ど
う
思
う
か
。

答 
健
康
介
護
課
長　

日
本
小

児
科
医
会
の
提
言
か
ら
10
年
、

ス
マ
ホ
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
爆
発
的
な
普
及
で
、
電
子
メ

デ
ィ
ア
へ
の
過
剰
な
依
存
は
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
は
好
奇
心
が
旺
盛
で

自
分
で
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
た
め
発
達
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
特
に
乳

幼
児
期
の
ふ
れ
あ
い
は
、
親
子

の
愛
着
を
生
み
、
会
話
や
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
で
、
成
長
に
必
要

な
基
礎
的
能
力
を
身
に
つ
け
る

大
切
な
時
期
で
あ
る
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
、
こ
こ

数
年
親
が
ス
マ
ホ
を
触
ら
せ
た

り
し
て
い
る
場
面
に
多
く
出
会

う
よ
う
に
な
り
、
保
健
師
な
ど

が
危
惧
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
27
年
度
か
ら
、
日

本
小
児
科
医
会
が
作
成
し
た

「
ス
マ
ホ
に
子
守
を
さ
せ
な
い

で
！
」
を
検
診
時
に
配
布
。
さ

ら
に
今
年
度
か
ら
は
問
診
票
に

追
加
し
、
映
像
メ
デ
ィ
ア
漬
け

に
な
ら
な
い
よ
う
保
護
者
と
一

緒
に
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
危
険
性
に
配
慮
し
て
い
く

スマホを見る子ども

加
納
好
子　

議
員

金
子
正
志　

議
員

宮代

杉戸

２㎞圏内には宮代と杉戸の住宅地が多い　

須賀中学校
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問 

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
た

防
災
対
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

大
き
な

地
震
が
２
度
連
続
し
て
起
こ
っ

た
対
策
ま
で
は
、
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
町
の
現

計
画
を
見
直
し
て
い
く
。

　

直
近
で
は
、
役
場
職
員
の
行

動
計
画
、
指
定
避
難
所
お
よ
び

地
域
の
行
動
計
画
を
見
直
し
て

い
く
。

土
地
利
用
開
発
の
手
法
は

問 

新
副
町
長
の
ま
ち
づ
く
り

方
針
と
土
地
利
用
開
発
の
手
法

は
。

答 

副
町
長　

町
民
の
皆
様
が

何
を
求
め
て
る
か
、
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
望
ん
で
い
る
か
、

町
民
の
皆
様
の
生
の
声
を
伺
い
、

そ
れ
ら
を
町
政
に
反
映
し
て
い

く
。

　

宮
代
町
の
現
状
の
開
発
は
、

調
整
区
域
で
は
県
の
方
針
に
基

づ
き
、
住
宅
系
開
発
は
で
き
な

い
。

　

産
業
系
は
、
和
戸
横
町
地
区

で
進
め
て
い
る
が
、
開
発
の
カ

ギ
は
県
と
の
土
地
利
用
調
整
な

の
で
効
果
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を

計
ら
い
働
き
か
け
て
い
く
。

問 

新
教
育
長
の
方
針
は
。

答 

教
育
長　

教
育
改
革
が
進

め
ら
れ
る
中
、
学
校
現
場
で
も

英
語
の
小
学
校
へ
の
導
入
、
道

徳
の
教
科
化
な
ど
新
た
な
取
り

組
み
が
始
っ
て
い
る
。
こ
の
変

革
に
つ
い
て
い
き
、
成
果
を
あ

げ
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
指
導

に
あ
た
る
教
職
員
・
校
長
・
教

頭
の
意
識
改
革
を
お
こ
な
い
、

教
育
の
質
が
あ
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

地震・豪雨など全て網羅した見直しをする

適切な行動が取れるように

早急に防災計画の見直しを 教
訓
な
ど
を
生
か
し
防
災
計
画
を
早
急
に
見
直
す

昭和22年のカスリーン台風の浸水はここまできた

問 

①
「
熊
本
地
震
」
発
生
後
の

町
の
対
応
、
行
動
内
容
は
。

　

②
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

は
。

　

③
地
区
防
災
計
画
の
策
定
は
。

　

④
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
導
入
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
募
金
箱

や
街
頭
募
金
で
得
た
義
援
金
の

ほ
か
、
町
や
職
員
互
助
会
か
ら

の
義
援
金
も
送
金
し
た
。
ま
た
、

被
災
宅
地
危
険
度
判
定
士
の
資

格
を
持
つ
職
員
を
現
地
に
派
遣

し
た
。

　

②
災
害
の
教
訓
、
国
や
県
の

調
査
報
告
、
災
害
基
本
法
の
見

直
し
な
ど
を
受
け
て
早
急
に
実

施
す
る
。

　

③
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
な
ど
を
通
し
て
制
度
を
説
明

し
、
自
主
防
災
組
織
へ
支
援
し

て
い
く
。

　

④
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
際
に
、
風
水
害
応
急
対
策
計

画
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
導
入
し

て
い
く
。

問 

①
行
財
政
運
営
の
た
め
に
考

え
る
こ
と
、
取
り
組
む
こ
と
は
。

　

②
経
常
収
支
比
率
の
目
標
値

を
設
定
す
べ
き
で
は
。

　

③
財
政
調
整
基
金
の
必
要
残

高
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い

る
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

①
厳
し
い

行
財
政
運
営
が
続
い
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
歳
入
で
は
新
た
な
財
源

の
確
保
を
行
い
、
歳
出
で
は
施

設
を
見
直
し
、
経
費
の
抑
制
を

図
っ
て
い
く
。

　

②
自
主
財
源
の
確
保
と
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
制
度

外
繰
り
出
し
の
見
直
し
な
ど
に

努
め
る
。

　

③
約
12
億
円
の
基
金
残
高
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
時
点
で

は
、
10
億
円
を
確
保
す
る
こ
と

も
厳
し
い
。

「
熊
本
地
震
」
後
の
町
の
防
災
・
減
災
対
策
は

伊
草
弘
之　

議
員

小
河
原　

正　

議
員

⬅ここまで
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33
億
５
９
０
０
万
円

（
前
年
度
比
3.6
％
増
）

▼
構
成

　

久
喜
市
、
宮
代
町

▼
主
な
収
入

　

１
市
１
町
の
負
担
金

　

26
億
６
５
３
４
万
円

　
（
宮
代
町
の
負
担
金
は

４
億
３
２
７
３
万
円
）

▼
主
な
支
出

　
塵
芥
処
理
費（
ご
み
処
理
費
）

22
億
３
０
６
３
万
円

（
う
ち
委
託
料

17
億
１
２
９
６
万
円
）

２
億
４
５
３
１
万
円

（
前
年
度
比
3.9
％
増
）

▼
構
成

　

加
須
市
、久
喜
市
、幸
手
市
、

　

宮
代
町

▼
主
な
収
入

　

３
市
１
町
の
負
担
金

　

１
億
１
０
０
０
万
円

　
（
宮
代
町
の
負
担
金
は

８
８
６
万
円
）

　

施
設
使
用
料

１
億　

７
２
４
万
円

▼
主
な
支
出

　

委
託
料 

９
３
８
５
万
円

　

需
用
費
（
燃
料
費
な
ど
）

４
６
６
７
万
円

67
億
２
４
７
９
万
円

（
前
年
度
比
3.3
％
増
）

▼
構
成

　

加
須
市
、久
喜
市
、幸
手
市
、

　

白
岡
市
、杉
戸
町
、宮
代
町

▼
主
な
収
入

　

４
市
２
町
の
負
担
金

　

63
億
８
９
３
５
万
円

　
（
宮
代
町
の
負
担
金
は

４
億
９
２
５
５
万
円
）

▼
主
な
支
出

　

常
備
消
防
費

60
億
５
５
６
６
万
円

　

常
備
消
防
施
設
費

３
億
５
２
５
８
万
円

　子どもの医療費助成は、疾病の早期診断と早期治療を促進し、子育て世帯の負担軽減を図ることを目
的として、すべての地方自治体において、乳幼児医療費無料化を含むさまざまな助成制度を実施してい
る。
　しかし、国は地方自治体が行っている乳幼児等に対する医療費助成につ
いては、少子化対策を推進する重要な施策にも係らず、国民健康保険制度
の国庫負担を減額する措置を講じており、施策推進の大きな支障ともなっ
ている。
　よって、国においては、子育て支援の観点から、すべての子どもを対象
とした医療費助成制度を創設すること。また、そうした制度が創設される
までの間、地方自治体が行う子どもの医療費助成に係る、国民健康保険の
国庫負担減額調整措置を廃止するよう強く要望する。

全会一致で可決し、政府へ送付――――――――――――――――――――――
　

意見書

子ども医療費の無料化と子ども医療費に係る国庫負担
減額調整措置の廃止を求める意見書 (抜粋)

市
・
町
の

共
同
事
業
一
部
事
務
組
合
の
平
成
28
年
度
予
算

久
喜
宮
代
衛
生
組
合

広
域
利
根
斎
場
組
合

埼
玉
東
部
消
防
組
合

先進地視察報告

　越生町は埼玉県のほぼ中央に位置し、秩父山地
と関東平野の出会う所にあり、関東三大梅林とし
て名高い「越生梅林」、「黒山三滝」、「山吹の里」
など観光のまちとして知られています。

◆子ども議会／小学校２校の６年生を対象とし、
町長が出前授業を行い、児童は町の行政の仕組み
などを学ぶ。800字以内で質問書を作成し、議会
事務局が質問書を精査して各クラス２名ずつの質
問者を決定する。子ども議員として議会に臨む。
　子どもたちが町の仕組みを学ぶことによって、
郷土への関心がいっそう高まったものと考えてい
るとのこと。

◆ボランティア活動／町職員は様々なボランティ
ア活動に参加し、年間のボランティア実績表（日
時、内容、活動時間など）を全員が自己申告して
いる。町議会議員も個々の活動のほか、このよう
なボランティア活動にも町職員と一緒になって参
加している。

　越生町は、町・学校・家庭が一体となって、将
来を担う子どもたちが郷土への関心を高める活動
は素晴らしい。また、まちづくりボランティア活
動は、町長が積極的に参加を促し、職員も年間１
人平均57時間も無償で活動を行っています。町議
会議員も職員と一緒になって参加しています。こ
れらの取り組みの中で、町民の意見や要望などを
吸収しやすい環境ができていることは参考になり
ました。

　長野県飯綱町は11年前に２村が合併して誕生し、
議会は大きく変わりました。多くの町民の声を聞
き集め、行政に提案する … それを継続するシス
テムをつくりました。飯綱町議会が取り組む「議
会だより」はモニターの組織化など、先進的であ
り多方面から高い評価を得ています。

◆政策サポーター／委員会ごとに政策サポーター
と懇談会を開く。意見は多く、内容は町長にも報
告している。１回3,000円の謝礼をしている。
◆議会だよりモニター／住民との結びつきをよ
り強め、住民の意見を議会だよりや議会活動に
反映させることを目的とする。平成26年８月から
は、議会だよりモニターを８人から57人に増やし
た。アンケートの発送・回収は郵送を止め、各議
員がモニター宅に届け、回収を行うようにした。
アンケートのとりまとめは事務局が行う。年４回
で2,000円相当の地元商品券を謝礼にしている。
◆無線放送／議会開催は無線放送で知らせる。
一般質問は各議員ごとに放送する。

　飯綱町の寺島議長からは力強い言葉が続いた。
「 議会内に会派はない。議長選挙に立候補する議
員は所信表明をし、質疑に答える」
「 政策サポーター、町政モニターとともに議員は
町の課題を探り、提案していく」
「議会は行政の追認機関ではない」
「 これからの議会は、政策提案能力の強化が必要。
そのためには、勉強すること。学ぶ議会を目指す」

 広報委員全員から、また宮代町合川議長からも
次々と質問が続き、密度の濃い視察でした。

６月24日　議会運営委員会 ６月23日　議会広報委員会
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